
第1回 ぬくもりの里伊勢宮 運営推進会議 議事録 

 

日時：平成30年1月24日 16時～17時 

場所：ぬくもりの里伊勢宮 地域交流室（斑尾） 

 

１、法人の沿革と施設の概要について 

・お互いの自己紹介を含めて施設の概要などを説明した。 

 

２、施設の現況について 

・入居状況、入居者出身地域など説明した。 

 

３、運営推進会議の役割について  

【参考：公益社団法人 日本認知症グループホーム協会「認知症グループホームにおけ

る運営推進会議の実態調査・研究事業 報告書」2010年】  

①情報提供機能（認知症ケアの理解の促進、相談援助機能の発揮）  

事業所からの話題提供だけでなく、地域の側からの情報提供や、学習会の実施、新聞

記事の紹介など、議題は多岐に及ぶ。利用者家族の悩みなどを地域住民が聞く場とし

ても活用することができる。  

②教育研修機能（スタッフの研修効果）  

事業所のスタッフが企画・運営をすることにより、発想力やプレゼンテーション能力

等を向上できる。また、会議の中で利用者の生活や支援の内容が話し合われること

で、自らの業務の客観視と振り返りにつながる。  

③地域連携・調整機能（行政機関等との連携）  

会議を介して行政や地域包括支援センターとつながり、「相談し合う関係」を構築す

る。行政とは、指導する・指導されるといった関係だけでなく、お互いに地域の状況

を把握し、新しい高齢者支援の施策を計画するための機会となる。  

④地域づくり、資源開発機能（安心して暮らす地域づくり、サービス提供の質の

向上）  

事業所の活動の振り返りと利用者や家族のニーズの再発見、地域からの事業所の活動

への理解と協働が促進される。地域のつながりを広げ、事業所が地域づくりの拠点と

しての役割を担っていくための成長の場になる。  

⑤評価・権利擁護機能（事業所運営の透明性の確保）  

会議においてヒヤリハットや事故の報告を議題に挙げることで、参加者から率直な意

見や、改善策に対する考えを提示してもらうなど、オープンなやりとりができるよう

になる。事業所にとっては、別の視点からの意見を聞くことが出来る貴重な機会とな

る。  



 

上記の説明を行い、役割について認識して頂いた。 

 

４、議案の内容について 

議題の内容  

運営推進会議の場においては，当該事業所における運営やサービス提供の方針、

日々の活動内容、入居者の状態などを中心に報告するとともに，会議の参加者か

ら質問や意見を受けるなど、できる限り双方向的な会議を目指してください。  

しかし、「議題」といって堅く考えたり、義務だから仕方なくと消極的な姿勢で

取り組んだりするのではなく、事業所を地域に知って貰う機会と捉え、参加者か

ら意見を聴取しやすい雰囲気づくりに努めてください。  

【例】… 運営推進会議の目的・概要、年間目標・事業所の理念等の説明、サービ

ス提供の方針、職員の異動・入退職、利用者の状況報告（入退居・登録状況、サ

ービス利用状況等）、活動状況報告（行事・レクリエーション等）、地域との交

流状況、地域行事の計画・予定・報告、施設の計画・予定・報告、利用者の日常

生活の様子、食事、健康管理、感染症予防、施設の設備状況、防火安全対策、避

難訓練、非常時における対応、ボランティア、新聞記事等の紹介、介護保険制

度・介護報酬等の情報提供、運営規程等の変更、家族会・懇親会、利用者、利用

者家族の意見・要望、身体拘束・虐待防止、ターミナルケア・看取り、自己評価

及び外部評価、実地指導報告、事故・ヒヤリハット報告、外部・内部研修報告、

認知症学習会、etc  

 

上記の説明を行い、今後の議題についてご理解いただいた。 

 

５、その他 

・委員の方々より質問やご意見 

 

H 様：地区との連携を強化したいのであれば、区長さんにも来て貰い、区からの連絡などを

してもらったほうがいいと思う。民生委員は区の行事の動きなどはわからないので。 

また、日程について地区の会合が入っている曜日は避けてほしい。可能であれば隔月第何曜

日に行うなど決めて貰えればそれに合わせてスケジュールを立てることができる。 

N 様：行政は長野市の介護保険課にも声をかけて貰えれば、仮に包括が来れない時でも行政

として参加できるのでお願いしたい。 

K 様：委員の数が少ないかなと思う。もっとたくさんの人の意見を聞いてほしい。 

 

上記のご意見など参考にしながら今後運営をしていく。 


